
【2019年度実績】
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該当なし

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

脳卒中後うつ症状患者にはヒトの表情刺

激に対する注意の損害回避傾向がある
共同 第53回日本作業療法学会

〇滝澤宏和，田山淳，小泉浩平，石岡俊

之，濱口豊太
2019年9月

（４）その他

当院における骨転移患者のリハビリテー

ションの特長と課題
共同

第52回日本整形外科学会

骨・軟部腫瘍学術集会

〇小泉浩平, 井川翔太, 角屋亜紀, 桑原陽

子, 鈴木真弓, 牧田茂, 小山忠昭, 龍神秀穂,

島田祐樹, 高橋孝郎, 今西淳悟, 鳥越知明,

矢澤康男

2019年7月

病期の異なる血液がん患者2例における心

理的ストレス反応の変化
共同 第53回日本作業療法学会

〇小泉浩平，濱口豊太，滝澤宏和，大木

原徹也，牧田茂
2019年9月

急性期脳卒中患者の心的外傷性ストレス

障害と反芻の関係
共同 第53回日本作業療法学会

〇大木原徹也，濱口豊太，石岡俊之，小

泉浩平，高橋秀寿
2019年9月

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

著者、編者名 発行等年月

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ 著者、編者名 発表等年月

氏名 小泉 浩平 部署 作業療法学科 職名 助教

１．研究業績

（１）著作

標準作業療法学 作業療法臨床実習とケー

ススタディ
共著 あり

医学書院，全210頁，ISBN:

9784260041263
編集：濱口豊太 2020年3月

OT評価ポケット手帳 共著 あり

ヒューマン・プレス，全

360頁，ISBN:

9784908933219

編集：濱口豊太，鈴木誠 2019年6月

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数

経歴
2006年 埼玉医科大学病院 リハビリテーション部，2007年埼玉医科大学国際医療センター リハビリテーションセン

ター

所属学会（役職） 日本作業療法士協会，埼玉県作業療法士会，日本作業療法研究学会，日本がんサポーティブケア学会，日本行動医学

研究分野 身体機能作業療法学，がんリハビリテーション，行動医学

学位 修士（リハビリテーション学）

学歴
2006年 新潟医療福祉大学医療技術学部作業療法学科

2017年 埼玉県立大学大学院 博士前期課程
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該当なし

５．学内運営

項目 内容 期間

該当なし

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

日本作業療法士協会 日本作業療法学会演題査読者 2020年3月

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

埼玉県がんリハビリテーション研修会

埼玉県がんリハ

ビリテーション

研修会実行委員

会

進行したがん患者に対するアプローチ

進行がん患者の特徴，症状評価のための評価バッテリーの

提案．進行がん患者に適切な運動負荷量や内容，環境資源

の利用について講義した．

2019年8月

看護師連携教育カンファレンス　かわせ

み教育カンファ

埼玉医科大学国

際医療センター

がん患者の QOL を高めるリハビリテーション

がん患者のQOLを支える，心理・身体面からの評価および

アプローチ方法について解説した．

2019年9月

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

主指導（指導教員） 名 副指導（指導補助教員） 名

該当なし

主指導（指導教員） 名 副指導（指導補助教員） 名

該当なし 主指導 名 副指導 名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

該当なし

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）



1

1 該当なし

８．特記事項

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月


